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6　月
定例会

６月定例会の
あらまし

　

６
月
定
例
会
は
６
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
出
議
案

８
件
の
一
括
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
３
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
観
光
客
誘
致

や
タ
ラ
ノ
メ
の
販
売
制
限
の
解
除
、
京
セ
ラ
棚
倉
工
場
問
題
、

国
民
健
康
保
険
税
や
給
食
費
の
無
料
化
、
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
な
ど
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
町
長
提
出
の
８
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

繰
越
明
許
費
、
白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告

の
あ
と
、
警
察
官
増
員
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

立
木
伐
採
見
送
り

立
木
伐
採
見
送
り

町
が
総
額
８
，０
４
８
万
円
補
償

町
が
総
額
８
，０
４
８
万
円
補
償

　
　

成
28
年
度
塙
町
笹
原

　
　

財
産
区
特
別
会
計
補

正
予
算
は
、
３
０
５
３
万

５
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
８
０
８
７
万
７
０
０

０
円
と
な
っ
た
。　

　

今
回
の
補
正
は
、　

分

収
林
契
約
期
限
を
迎
え
た

こ
と
に
伴
い
、
管
理
委
託

先
（
部
分
林
組
合
）
へ
の

補
償
金
を
増
額
す
る
も
の

で
、
そ
の
額
は
８
０
４
８

万
円
に
上
る
。

　
　

収
林
契
約
で
は
、
今

　
　

年
立
木
を
伐
採
し
、

そ
の
収
益
を
一
定
の
割
合

で
委
託
先
に
支
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
伐
採

後
の
管
理
や
伐
採
に
よ
る

自
然
災
害
の
危
険
性
な
ど

か
ら
伐
採
を
断
念
。
そ
れ

に
か
わ
っ
て
、
補
償
金
を

支
払
う
こ
と
に
し
た
。

　

補
償
金
は
、
こ
こ
数
年

の
立
木
価
格
か
ら
伐
採
、

搬
出
な
ど
に
要
す
る
経
費

を
差
し
引
き
、
各
部
分
林

ご
と
に
分
収
割
合
に
応
じ

算
定
し
た
。
８
月
ま
で
に

支
払
い
を
完
了
し
た
い
と

し
て
い
る
。

　

財
産
区
と
は
、
市
町
村

合
併
の
際
に
、
旧
市
町
村

が
所
有
し
て
い
た
土
地
や

財
産
を
新
市
町
村
に
引
き

継
が
ず
に
旧
市
町
村
の
地

域
で
管
理
、
処
分
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

旧
笹
原
村
の
村
有
林
の
管

理
運
営
の
た
め
、
設
け
ら

れ
た
地
方
自
治
法
上
の
特

別
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。

　
　

原
財
産
区
の
山
林
面

　
　

積
は
、
７
７
．
０
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
立
木
材
積

３
１
８
３
６
．
２
立
方
メ

ー
ト
ル
で
、
立
木
価
格
に

し
て
約
２
億
１
９
８
３
万

円
の
価
値
が
あ
る
。
か
つ

て
は
、
立
木
の
伐
採
に
よ

っ
て
学
校
建
設
な
ど
公
共

施
設
整
備
の
財
源
に
利
用

さ
れ
て
い
た
。　
　

　

国
産
材
の
使
用
は
年
々

減
少
し
続
け
、
利
用
価
値

が
高
か
っ
た
山
林
の
魅
力

は
、
今
や
感
じ
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
塙
町
の
８

割
を
占
め
る
山
林
は
、
ま

さ
に
町
の
資
源
で
あ
り
、

宝
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
山

林
の
新
た
な
活
用
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

笹
原
財
産
区

笹
原
財
産
区

町
が
総
額
８
，０
４
８
万
円
補
償

　まず初めに、町長はじめ議員の皆さまには、
今回の処置にご理解いただき誠にありがとう
ございます。
　また、部分林組合の方々には 50 年という
長い間、山林の管理、手入れをしていただき
改めて御礼申し上げます。
　わたしにとって、笹原財産区は一生を共に
した友人のようなものです。
　昔は、毎日のように植林や下刈りなどの手
入れをし、将来のために汗を流していました。
　今は以前のように、伐採、植林、育林、伐
採のサイクルが成り立たず、伐採をためらい、
放置状態になってしまっています。
　今後は環境保全に役立つ、新たな木の活用
を模索していきたいです。

　

分
収
林
契
約
と
は

　

山
林
所
有
者
（
笹
原
財
産
区
）
と
山
の
手
入
れ
を
す
る

人
（
部
分
林
組
合
）
が
異
な
り
、
両
者
が
山
林
の
収
益
を

分
け
合
う
契
約
。
笹
原
財
産
区
で
は
、
造
林
形
態
別
に
部

分
林
組
合
と
山
林
所
有
者
で
６　

４
又
は
、
８　

２
の
割
合

で
収
益
を
分
け
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

：
：

愛着ある
私たちの山林

笹原財産区管理会
会長　藤田忠雄さん

杉の学名は“Cryptomeria japonica”（クリプトメリア ジャポニカ）。　「隠れた日本の財産」という意味をもつ

笹
原
財
産
区
っ
て

　
　
　

な
〜
に
？

立
木
伐
採
見
送
り

笹
原
財
産
区

平な
ぜ
補
償

？

山
林
は
町
の
財
産

？

平

部分林組合
笹原財産区
管理会

監理をお願い

造林・下刈り
などの管理　

笹原地区を７方部に
区分して設置されて
いる

山林の管理や処分を行う
組織。
７人で構成され、町長が
議会の同意を得て任命す
る。

歴
史
を
ひ
も
と
く

６　　　　　：　　　　　４

８　　　　　：　　　　　２

立木伐採で得られる収益の割合

　

笹
原
財
産
区
は
、
大
正
９
年
、
当

時
の
笹
原
村
長
が
村
の
財
政
難
を
解

決
す
べ
く
、
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い

た
木
材
に
目
を
つ
け
、
90
町
歩
（
約

89
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
山
を
、
払
い
下

げ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

村
民
達
は
、
そ
の
土
地
に
、
杉
10
万
本
、

ケ
ヤ
キ
１
万
本
を
植
林
し
、
そ
の
木
々

を
育
て
、
伐
採
、
売
却
し
、
そ
の
財

を
も
っ
て
、
生
活
や
教
育
を
豊
か
に

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

笹
原
地
区
公
民
館
の
入
り
口
に
あ
る
笹
原
村
長
菊
地
友
美
氏
を
讃
え

て
建
て
ら
れ
た
彰
徳
碑
。

分分笹笹

部分林組合部分林組合 笹原財産区管理会笹原財産区管理会部分林組合 笹原財産区管理会



24年度 25年度 26年度 27年度

年度末残高

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

万円

国保会計の積立金は年々減り続けている

討

論

討

論

　

今
、
町
民
の
暮
ら
し

は
、
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

　

前
年
比
１
人
当
た
り

７
，
３
２
８
円
、
１
世

帯
当
た
り
１
万
１
，
４

１
７
円
も
の
国
保
税
値

上
げ（
医
療
費
分
）は
、

町
民
の
暮
ら
し
を
さ
ら

に
厳
し
い
も
の
に
す
る

こ
と
は
明
ら
か
。
医
療

費
が
伸
び
て
い
る
の
は

事
実
だ
が
、
政
府
は
そ

の
た
め
に
低
所
得
者
対

策
と
し
て
、
昨
年
度
か

ら
総
額
１
，
７
０
０
億

円
の
予
算
措
置
を
行
っ

て
市
町
村
国
保
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
こ
う

い
う
中
で
、
国
保
税
の

値
上
げ
は
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

高縁光議員

反　

対

　

医
療
費
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

町
に
と
っ
て
も
大
変
な

問
題
で
あ
る
。
今
回
の

改
正
は
や
む
を
得
な
い

も
の
と
思
う
。
中
で
も

介
護
保
険
分
に
つ
い
て

は
下
が
っ
て
お
り
、
全

て
増
税
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

鈴木茂議員

賛　

成

一
口
メ
モ

一
口
メ
モ

　

国
保
税
は
、
そ
の
使
途
に
よ
り
医
療
費
分
、
介
護
保
険
料

分
、
後
期
高
齢
分
に
分
け
ら
れ
る
。
モ
デ
ル
世
帯
の
医
療
費

分
は
１
万
６
０
０
０
円
増
え
る
が
、
そ
の
他
は
減
額
と
な
っ

た
た
め
、
６
０
０
円
の
増
と
な
っ
た
。

討

論

一
口
メ
モ

歳入

歳出

国民健康保険税
2億4,195万円
20％

平成 28年度予算
国民健康保険特別会計（国保会計）

国県支出金
3億5,212万円
28％

前期高齢者交付金等
1億9,803万円 16％
（65～74歳の人数に応じて交付される）

共同事業交付金
3億5万円 24％

（財政安定化のため交付される）

繰入金等
1億5,083万円 12％

財政安定などのため一般会計から又
給付費不足を補うため基金から入る）（

歳入

12億4,347万円

歳出

12億4,347万円
保険給付金
6億8,741万円
55％

後期高齢者支援等
1億2,658万円 10％

介護納付金
6,153万円 5％

共同事業拠出金
2億8,163万円
23％

保健事業費
1,247万円 1％

その他
7,385万円 6％

（医療給付費等）

（75億以上の医療保険へ支出）

（介護保険へ支出）

（財政安定化　
　　　のための拠出金）

（特定健診などの費用）
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条例
改正

　
　

保
税
は
、
国
民
健
康

　
　

険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
に
課
税
さ
れ
る
保
険

料
。

　

医
療
費
の
見
込
み
額
な

ど
か
ら
、
必
要
額
を
算
定

し
、
前
年
度
の
所
得
な
ど

に
応
じ
て
加
入
世
帯
に
負

担
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 　

　

回
の
改
正
で
は
、
今

　
　

後
医
療
費
が
伸
び
る

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
モ
デ
ル
世
帯
で
試
算

す
る
と
前
年
度
に
比
べ
年

６
０
０
円
の
増
額
と
な

る
。
こ
の
結
果
、
国
保
税

は
３
年
連
続
し
て
値
上
げ

と
な
る
。

　

　
年
度
の
国
保
加
入
者

　
　

数
は
、
２
４
４
２
人

（
１
４
１
６
世
帯
）。
前
年

に
比
べ
１
１
４
人
減
少
し

た
。

　

一
方
、
医
療
費
は
27
年

度
６
億
５
４
０
０
万
円

だ
っ
た
が
、
28
年
度
は
５

％
増
の
６
億
８
７
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
一

人
当
た
り
医
療
費
は
増
加

し
て
い
る
。

国保医療費
モデル世帯

主（45歳）、妻（42歳）、

子（18歳）3人家族

収入　300万円

所得　192万円

固定資産税　8万円

国保税　30万3800円

１３％アップ
３年間で

　

加
入
者
が
、
病
気
や
ケ
ガ
、
出
産
、
死
亡

し
た
場
合
に
、
医
療
費
が
保
険
料
か
ら
支
払

わ
れ
る
制
度
。
対
象
者
は
、
自
営
業
者
、
農

業
者
な
ど

０
～
74
歳

ま
で
の
方

で
、
町
民
の
約
４
分
の
１
の
方
が
加
入
し
て

い
る
。
運
営
は
、
町
が
行
っ
て
い
る
が
、
非

正
規
労
働
者
、
会
社
退
職
後
の
高
齢
者
な
ど

が
多
く
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど

が
加
入
す
る
健
康
保
険
と
違
っ
て
、
会
社
が

保
険
料
を

負
担
す
る

こ
と
が
な

い
の
で
、
１
人
当
た
り
の
保
険
料
負
担
が
重

い
と
い
わ
れ
る
。

　

国
保
会
計
の
歳
出
は
、
保
険
給
付
金

（
病
院
で
の
本
人
負
担
を
除
く
医
療
費

等
の
負
担
分
）。
後
期
高
齢
者
支
援
等

（
75
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
の
40
％
負

担
分
）。
介
護
納
付
金
（
介
護
保
険
費

用
の
29
％
負
担
分
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
方
が
納
付
）。
共
同
事
業
拠
出
金

（
財
政
安
定
化
の
た
め
国
の
機
関
が
蓄

え
、
財
政
状
況
に
応
じ
市
町
村
に
交
付

す
る
。）
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の

財
源
を
、
国
保
税
や
国
県
な
ど
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
で
賄
う
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
、
国
保
税
の
伸
び
を

抑
え
る
た
め
積
立
金
を
取
崩
し
て
き
た

が
、
本
年
度
末
に
は
そ
の
残
高
が
４
年

前
の
約
半
分
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

国保医療費の推移（年額）
一人当たり医療費は増加傾向にある

10

9

8

7

6

5

4

医　

   

療   　

費（
億
円
）

24年度 25年度 26年度 27年度

一
人
当
た
り
医
療
費（
万
円
）

28

27

26

25

24

23

22

21

20

医療費等

ひとりあたり

一人当たり医療費

－1.5％－1.5％

＋6.8％＋6.8％

＋7.4％＋7.4％

－1.5％

＋6.8％

＋7.4％

　

６
月
定
例
会
で
は
、
塙
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か
３
件

の
条
例
改
正
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）は
、
個
人
の
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
額
が
決
ま
る
た
め
、
個
人
所

得
が
確
定
す
る
こ
の
時
期
に
毎
年
改
正
さ
れ
ま
す
。
議
案
の
審
議
で
は
、
反
対
、
賛
成
の

討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
12
人
、
反
対
１
人
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

国
保
税
年

国
保
税
年
６
０
０

６
０
０
円
の
増

円
の
増

国
保
っ
て
な
〜
に
？

減
る
積
立
金

　
　
　

国
保
財
政
の
あ
ら
ま
し

加
入
者
数
は
減
少

国

国
保
税
年
６
０
０
円
の
増

今2828

町
民
の
約
４
分
の
１
が
加
入

今28

国



質
問

　

「
新
し
い
人
の
流
れ
を

つ
く
る
」
と
い
う
、
地
方

創
生
の
観
点
か
ら
観
光
客

誘
致
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。
又
ど
の
よ
う
な
事
業

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

　

花
、
紅
葉
な
ど
町
の
美

し
い
自
然
を
四
季
を
通
じ

て
町
外
に
発
信
し
て
誘
致

を
図
り
た
い
。

質
問　

　

那
倉
の
桜
の
観
光
地
化

や
湯
岐
渓
谷
の
倒
木
を
撤

去
し
て
遊
歩
道
を
つ
く
っ

て
は
。

答
弁

　

地
域
か
ら
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
前

に
進
め
た
い
。

質
問

  

桜
の
地
権
者
と
の
接
触

は
行
っ
た
か
。
又
倒
木
撤

去
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁

　

ま
だ
接
触
し
て
い
な

い
。
倒
木
撤
去
は
さ
ら
に

県
と
協
議
し
た
い
。

質
問

  

物
語
の
あ
る
、
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
観
光
資

源
を
町
内
か
ら
発
掘
す
べ

き
と
思
う
が
。

答
弁

　

よ
い
考
え
だ
が
物
語
な

ど
は
慎
重
に
地
域
の
か
た

の
考
え
を
と
り
い
れ
、
前

に
進
め
た
い
。

 

質
問　

　

観
光
協
会
の
組
織
強
化

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁

  

体
制
的
に
は
整
備
さ
れ

て
き
た
、
今
後
は
運
営
の

面
で
財
源
確
保
な
ど
、
充

実
を
図
り
た
い
。

質
問

　

道
の
駅
で
映
像
に
よ
る

ア
ピ
ー
ル
や
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
先
進
地
研
修
を

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

　

大
変
良
い
考
え
だ
が
道

の
駅
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
た
い
。
も
う
少
し
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

　

原
発
事
故
か
ら
の
風
評

払
拭
に
は
「
山
菜
タ
ラ
ノ

メ
」
の
販
売
早
期
解
除
が

不
可
欠
で
あ
る
。
解
除
基

準
の
緩
和
や
弾
力
的
運
用

を
県
に
求
め
て
早
期
販
売

が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。　

答
弁　

　

全
県
的
に
同
じ
く
や
っ

て
い
る
の
で
塙
町
だ
け
緩

和
す
る
の
は
難
し
い
。
な

る
べ
く
早
く
解
除
に
向
け

て
の
手
続
き
を
進
め
た

い
。

質
問

　

道
の
駅
に
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
半
導
体
の
放
射
能
検
知

器
導
入
を
県
に
要
請
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁　

　

現
在
の
簡
易
測
定
器
で

対
応
で
き
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

どう取り組む、観光客誘致
花と紅葉で取り組む

町の考えを問う

鈴木　　茂

観
光
資
源
の
発
掘

を
進
め
て
は

笹原地区内の夫婦石。夫婦円満の観光スポットにしては
どうかと提案された。

タラノメは、春を感じる
山菜の王様だ。
早期販売解除が、風評
を払拭し、町のイメージ
アップにつながる。

観
光
協
会
の
組
織

強
化
策
は

山
菜
タ
ラ
ノ
メ
の

早
期
販
売
解
除
を

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導

体
放
射
能
検
知
器

を
導
入
し
て
は

一
般
質
問
と
は

議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
町
の
行
財
政
の
運
営
を
監
視
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
そ
の
議
会
を
構
成
す
る
議
員
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
す
。

町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
将
来
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明
を
町
長
に
求
め
ま

す
。
町
民
の
た
め
の
適
切
な
町
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
質
問
す
る
も
の
で
す
。

鈴
木
　

茂
　

議
員

　

・
観
光
客
誘
致

　

・
タ
ラ
ノ
メ
の
販
売
制
限
の
解
除

高
縁
　

光
　

議
員

　

・
京
セ
ラ
棚
倉
工
場
問
題

　

・
国
民
健
康
保
険
税
引
き
上
げ

　

・
学
校
給
食
費
の
無
料
化

七
宮
　

広
樹
　

議
員

　

・
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

町は、健康教室などを開催して医療費の軽減に努めている。
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国
保

財政安定のために

運営の主体は県へ
町
政
を
た
だ
す

町
政
を
た
だ
す

・保険料の決定、徴収、保険給付の決定はこれまで通り
市町村が行うが、各市町村の標準的保険料を県が算定す
るなど、県は県内統一した考え方に基づき運営を行う。
市町村は、地域住民の実情を健診結果のデータ化などに
よって把握し、よりきめの細かい事業を行うことになる。

県
・市町村負担金により
県内統一した運営

市町村
・地域特性に応じたき
め細かい事業を充実

連携

町
政
を
た
だ
す

２年後

　
　

営
業
者
や
農
家
が
多

　
　

か
っ
た
時
代
か
ら
会

社
勤
め
が
主
流
に
な
る
な

ど
、
産
業
構
造
の
変
化
に

よ
り
国
保
加
入
者
は
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
医
療

給
付
費
が
比
較
的
多
い
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
３
割

を
超
え
る
な
ど
被
保
険
者

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
、
加
入
者
の

約
半
数
は
　

保
険
料
軽
減

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
国

保
財
政
は
不
安
定
な
要
素

が
多
い
。

　

こ
の
た
め
国
は
国
保
財

政
基
盤
強
化
の
た
め
、
多

額
の
予
算
を
投
入
し
て
い

る
。（
Ｐ
８
参
照
）

　
　

成
30
年
度
か
ら
は
、

　
　

県
が
市
町
村
に
代
わ

っ
て
国
保
を
運
営
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
市
町
村
で
バ
ラ
バ
ラ

だ
っ
た
財
源
を
一
つ
に
ま

と
め
て
県
が
運
営
す
れ
ば
、

財
源
調
整
が
進
み
、
安
定

的
な
運
営
に
向
か
う
と
い
う
。

　

保
険
料
軽
減
と
は

　

前
年
の
所
得
が
一
定
の
基

準
に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の

額
に
応
じ
７
割
、
５
割
ま
た

は
２
割
を
保
険
料
か
ら
減
額

す
る
制
度
。

？

財
政
の
安
定
化

自

？

30
年
か
ら
県
が

平

自

平



質
問

　

京
セ
ラ
棚
倉
工
場
の
操

業
縮
小
で
塙
町
民
へ
の
影

響
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
も
支
援
を

要
請
す
る
べ
き
と
思
う
が
、

離
職
者
へ
の
町
の
対
応
は
。

答
弁　

　

塙
町
民
の
京
セ
ラ
勤
務

者
は
、
平
成
28
年
で
35
名
。

町
県
民
税
徴
収
額
は
、
８

６
２
万
６
２
０
０
円
で
あ

る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で

組
織
さ
れ
た
対
策
本
部
が

町
の
考
え
を
問
う

設
置
さ
れ
、
再
就
職
支
援

を
行
う
体
制
を
と
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　

質
問

　

医
療
給
付
税
が
昨
年
に

比
べ
て
、
負
担
増
に
な
っ

て
る
が
国
保
運
営
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁

　

大
変
難
し
い
問
題
だ
。

病
気
に
な
ら
な
い
健
康
な

体
作
り
が
大
事
で
あ
る
。

安
定
し
た
国
保
事
業
を
行

う
に
は
、
そ
の
年
ご
と
に

あ
っ
た
負
担
の
変
動
は
い

た
し
か
た
な
い
。

（
ｐ
４
〜
６
参
照
）

質
問

　

政
府
は
低
所
得
者
世

帯
へ
、
昨
年
度
よ
り
約

１
７
０
０
億
円
増
の
財
政

措
置
を
行
っ
て
い
る
が
塙

町
の
国
保
会
計
に
ど
の
く

ら
い
と
な
っ
た
か
。

答
弁　

　

低
所
得
者
世
帯
に
は
、

す
で
に　

軽
減
措
置
の
対

策
が
あ
り
、
保
険
税
の
軽

減
相
当
額
を
公
費
で
補
償

を
す
る
制
度
が
あ
る
。
こ

の
制
度
の
上
乗
せ
支
援
金

と
し
て
、
１
０
１
３
万
円

交
付
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
６
国
保
ペ
ー
ジ
へ

　

質
問

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化

を
塙
町
で
も
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
全
額
は
無

理
で
も
、
助
成
額
を
増
や

し
て
い
っ
て
は
。

答
弁　

　

無
料
化
し
た
場
合
、

４
５
０
０
万
円
、
半
額
助

成
の
場
合
は
２
２
０
０
万

円
の
財
源
が
必
要
に
な

る
。

　

半
額
負
担
す
る
こ
と
は

可
能
だ
が
、
そ
の
分
予
算

の
ど
こ
を
削
る
か
が
問
題

だ
。
後
日
検
討
し
た
い
。

質
問

　

県
道
高
萩
塙
線
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

答
弁　

  

県
道
高
萩
塙
線
は
バ
イ

パ
ス
を
作
る
べ
く
努
力
中

で
あ
る
。
湯
岐
地
内
は
、

現
地
と　

公
図
が
合
っ
て

お
ら
ず
、
国
土
調
査
が

入
っ
て
か
ら
で
な
い
と
着

手
で
き
な
い
。

高縁　光

操業縮小に伴い一時休止となる京セラには、塙町民42名
（パート７名含む）が働く。　　　

質
問

　

災
害
時
な
ど
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
が
使
え
な
い
場
合
、

町
民
に
災
害
情
報
を
伝
え

る
手
段
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。　

答
弁　

　

携
帯
電
話
に
緊
急
速
報

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
る
。

ま
た
、
消
防
団
等
で
避
難

誘
導
を
行
う
。

　
質
問　

　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
機
器

の
修
理
費
用
と
シ
ス
テ
ム

更
新
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁　

　

今
年
度
、
保
守
点
検
と

機
械
の
修
理
で
１
７
０
０

万
円
か
か
る
。
平
成
31
年

に
メ
ー
カ
ー
の
修
理
期
間

が
終
了
す
る
た
め
、
更
新

が
必
要
。
補
助
事
業
で
財

源
を
確
保
し
た
い
。

 

質
問　

　
　

塙
町
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
作
業
と
改
定
点

は
。

真実の民主主義を考えた時、

町民の命と暮らしを守ること

が大切だと思っている。

質
問

　
　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設

置
に
補
助
制
度
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

答
弁　

　

他
自
治
体
の
補
助
制
度

な
ど
調
査
を
進
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問

　

耐
震
化
補
助
制
度
の
実

績
と
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答
弁

　

耐
震
診
断
件
数
の
実
績

は
４
件
で
耐
震
改
修
の
実

績
は
０
件
で
あ
る
。
さ
ら

に
募
集
を
呼
び
か
け
る
。

質
問　

　

防
災
協
定
を
結
ん
で
い

る
葛
飾
区
・
練
馬
区
が
災

害
に
あ
っ
た
時
の
塙
町
の

受
け
入
れ
は
。

答
弁　

　

塙
町
公
民
館
に
１
２
３

人
・
体
育
館
に
１
０
６
２

人
・
湯
遊
ラ
ン
ド
に

２
８
０
人
の
受
け
入
れ
が

可
能
。
移
住
者
支
援
や
空

き
施
設
活
用
は
今
後
検
討

す
る
。

答
弁　

　

災
害
弱
者
に
対
す
る
情

報
伝
達
な
ど
法
改
正
に
伴

う
修
正
を
お
こ
な
っ
た
。

有
識
者
の
講
演
会
な
ど
を

設
け
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町独自の防災訓練は
実施に向け検討していく

町の考えを問う

七宮広樹

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の

維
持
経
費
は

学
校
給
食
費
無
料
化
を

推
進
し
て
は

町
民
へ
災
害
を

伝
え
る
手
段
は

塙町に設置されているIP告知端末は現在2,804台。
今後のメンテナンスや修理に課題が残る。　　

県
道
高
萩
塙
線
の

進
捗
状
況

京
セ
ラ
問
題
、
離
職
者
へ
の
対
応
は

再
就
職
の
支
援
体
制
は
整
っ
て
い
る

地
域
防
災
計
画
の

改
正
点
は

？

備えあれば憂いなし。

「油断」「過信」が要注意。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

設
置
補
助
を
導
入
し
て
は

耐
震
化
の
現
状
は

避
難
受
け
入
れ
は

軽
？

国
民
健
康
保
険

医
療
給
付
税
が
負
担
増

？

　

公
図
と
は

   

地
番
ご
と
に
土
地
の
区
画

を
示
し
た
地
図
の
こ
と
。
法

務
局
に
備
え
て
あ
る
。

？

？

？

　

塙
町
地
域
防
災
計
画

　

塙
町
の
災
害
全
般
を
想
定

し
た
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
。
平

成
23
年
３
月
に
策
定
し
た
。

？

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
て
、

電
気
を
止
め
る
装
置

感
？



木
村　

厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
で
、
町
行
政
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か

認
識
を
深
め
る
た
め
。
塙
第

一
百
寿
会
で
は
毎
年
６
月
定

例
議
会
を
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

木
村　

議
員
の
方
々
は
町
民

の
代
表
と
し
て
対
応
策
を

も
っ
て
質
問
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
議
会
を
傍
聴
す
る
た
び

に
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
木
村　

町
の
将
来
と
町
民
の

幸
せ
を
願
い
、
も
っ
と
多
く

の
議
員
が
質
問
の
席
に
立
た

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

木
村　

町
民
の
生
活
の
実
態

を
把
握
し
、
一
般
町
民
の
要

望
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
地
域
住
民
と
行
政
の
執

行
者
や
町
議
会
議
員
と
の
膝

を
交
え
て
の
意
見
交
換
会
な

ど
を
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
は
、
一
般
会
計
14

事
業
。　

繰
越
明
許
費
の

総
額
は
、
５
億
７
２
２
９

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

塙
中
学
校
柔
剣
道
場
の

新
築
工
事
は
、
資
材
不
足

の
た
め
年
度
内
に
完
成
で

き
ず
繰
越
さ
れ
た
が
、
４

月
25
日
に
完
成
し
た
。

　

新
し
く
で
き
た
柔
剣
道

場
に
は
、
男
女
別
の
更
衣

室
が
２
つ
ず
つ
完
備
さ

れ
、
室
内
に
、
男
女
別
の

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
だ
が
、
温
か
み
を
醸

し
出
す
た
め
、
内
装
に
は

木
材
を
多
く
使
用
し
た
造

り
に
な
っ
て
い
る
。

塙第一百寿会

木村　澄男さん
（桜木町）

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
。

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　

ど
う
で
し
た
か
。

―
議
員
に
対
す
る
要
望
は

　

あ
り
ま
す
か
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

町民の幸せを願い
町政の議論を

繰
越
明
許
費
っ
て

な
〜
に
？
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ひとことインタビューひとことインタビュー
　６月定例会の傍聴者数はのべ２６人でした。傍聴された方の
中から、木村澄男さんに傍聴した感想などをインタビューしま
した。

繰越
明許

平成２７年度から繰り越した主な事業

ウッドスタート事業（木製おもちゃ贈呈費） ６９万円

林道開設事業（林道大日向線開設工事請負費） ５６７９万円

ふくしま森林再生事業（森林間伐委託料） ２億１９５０万円

道路新設改良事業（板庭地内橋梁工事） ６１２７万円

定住促進住宅建設事業（測量、設計委託料） ６７５万円

塙中学校柔剣道場整備事業（工事請負費） ７８０８万円
平
成
27
年
度
か
ら
５
億
７
２
２
９
万
円

14
事
業
を
繰
越
し

塙
中
学
校
柔
剣
道
場
整
備
事
業
な
ど

◎
福
島
の
復
興
の
た
め
不

可
欠
な
警
察
官
増
員
措
置

の
継
続
に
関
す
る
意
見
書

　

震
災
後
、
国
の
施
策
に

よ
り
、
福
島
県
内
の
警
察

官
の
増
員
措
置
が
認
め
ら

れ
て
い
た
。

　

今
後
も
こ
の
措
置
を
継

続
す
る
よ
う
国
に
要
望
す

る
た
め
、
塙
町
議
会
と
し

て
意
見
書
を
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
ほ
か
７
関
係

行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出

し
た
。

意
見
書
っ
て

　
　

な
〜
に
？

意見書

　

意
見
書
を
国
へ
提
出

警
察
官
の
増
員
継
続

意
見
書
と
は

　
　

町
の
公
益
に
関
す

る
事
件
に
つ
い
て
、
町

の
議
決
機
関
で
あ
る
議

会
の
意
思
を
決
定
し
、

国
・
県
等
に
表
明
す
る

も
の
。
法
律
に
根
拠
を

お
い
て
、
対
外
的
に
そ

の
意
思
を
表
明
し
、
公

共
の
利
益
の
増
進
を
図

る
議
会
の
権
限
で
あ
る
。

？

？

◎
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

森
林
管
理
道
整
備
事

業
林
道
大
日
向
線
開
設

工
事
の
工
事
請
負
額
を

１
９
７
万
５
３
２
０
円

増
加
し
変
更
後
金
額
を

８
８
８
４
万
２
９
６
０
円

と
す
る
。

　

残
土
処
理
箇
所
の
変
更

の
た
め
。

残
土
処
理
箇
所
変
更
な
ぜ

藤
田　

最
初
は
ど
こ
に
捨

て
る
予
定
だ
っ
た
の
か
。

　

当
初
設
計
で
は
、
工
事

現
場
の
付
近
に
処
理
地
を

設
け
て
い
た
が
、
処
理

し
き
れ
ず
、
板
庭
の
残

土
捨
て
場
に
変
更
し
た
。

１
６
１
万
４
８
１
６
円
の

増
。

◎
平
成
28
年
度
塙
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

１
億
２
０
２
３
万
１
０

０
０
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
額
を
億
９
５
２
３
万

１
０
０
０
円
と
す
る
。
木

育
用
玩
具
加
工
機
械
購
入

の
増
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
補
助
金
（
草
刈
り

機
購
入
）
の
増
、
除
染
土

搬
出
工
事
の
増
な
ど
。

除
染
土
搬
出
は
ど
こ
へ

藤
田　

学
校
の
校
庭
な
ど

に
保
管
さ
れ
て
い
る
除
染

土
は
ど
こ
に
運
ぶ
の
か
。

　

町
内
に
仮
置
き
場
を
つ

く
り
一
時
保
管
、
そ
こ
か

ら
中
間
貯
蔵
施
設
に
運

ぶ
。
場
所
は
ま
だ
決
定
し

て
い
な
い
。

木
育
用
玩
具
加
工
機
の
購

入
は

藤
田　

購
入
し
た
機
械
を

ど
の
様
に
利
用
す
る
の

か
。

　

木
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
１
歳
児
に
木
製
の
お

も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。
そ
の
た
め
、
木
の
お

も
ち
ゃ
を
作
る
機
械
を
購

入
す
る
。
木
工
組
合
に
委

託
す
る
予
定
。

契
約
の
変
更

繰
越
明
許
費
と
は

　
　

年
度
内
に
予
定
し

て
い
た
事
業
が
終
わ
ら

ず
、
支
出
で
き
な
か
っ

た
予
算
を
翌
年
度
以
降

に
繰
り
越
し
て
事
業
を

行
い
支
出
で
き
る
予
算

の
こ
と
。
議
会
の
承
認

を
必
要
と
す
る
。

？

？

質　

疑

補
正
予
算

答　

弁

質　

疑

答　

弁

質　

疑

答　

弁
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議会の動き議会の動き

　5月20日（金）　町村議会広報研修会が郡山の
ビックパレットふくしまで行われました。広報常
任委員が参加し、議会報の基本と編集技術につい
て研修しました。また、講師吉野政明氏に塙町議
会だよりの改善点を指摘して頂きました。特に、
メリハリのあるレイアウトの仕方や具体的な見出
しのつけ方を教わり、今後の議会だより制作に有
意義な研修となりました。

　4月 21日（木）　町の事業計画、財政状況などの
説明を聞いた後、東白衛生センター（ごみ処理、
し尿処理施設）を視察しました。
　4月 22日（金）　学校施設や上下水道施設、道路、
住宅団地予定箇所、竹粉作りの現場などを視察し、
町の事業に理解を深めました。参加した議員の研
修報告書を、塙町議会ホームページに掲載してい
ます。ぜひご覧ください。

まだまだ改善が必要 塙町議会だより
―町村議会広報研修会に参加―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年４月１日～６月３０日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

28.4.5 第 4 回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.4.8 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―
28.4.13 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―
28.5.12 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.5.25 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.6.2-7 6 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28.6.3 広報常任委員会 私用

遅参 ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―
28.6.7 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○
28.6.28 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―
28.6.30 経済常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

○出席　－該当外

新人議員、今後の活躍に期待
―新人議員研修で塙町の現状を視察―

議会の動き議会の動き議会の動き

議会活動出欠状況

追跡追跡追跡
レポート

あの質問どうなった？どうなった？どうなった？
　議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

●平成 27 年６月定例会
●平成 27 年 12 月定例会●平成 27 年 12 月定例会

空き家対策をどうする空き家対策をどうする健康寿命延伸のためウォーキングを健康寿命延伸のためウォーキングを

利用可能な空き家は町活性化に利用可能な空き家は町活性化に

早急に取り組みたい。早急に取り組みたい。

空き家は322軒　空き家調査を実施空き家は322軒　空き家調査を実施

　このまま放置すれば空き家は荒れていく。
適切に管理するためにも、　空き家バンクな
どの活用をすべきではないか。また、老朽化
した危険な空き家の解体など、町のかかわり
をどう考えるか。

　健康を保つため運動は大切。ウォーキング
は手軽に始められる運動だがきっかけが必
要。ウォーキングコースの紹介やウォーキン
グ用品の配布などでウォーキングを奨励して
はどうか。

　利用可能な空き家は、なるべく町活性化の
ために利用したい。また、山間部の空き家を
別荘的なものとして紹介することは可能であ
る。一方、危険な空き家は所有者が責任を持っ
て解体してほしい。

　ウォーキングマップは有効と考える。　

　平成 27 年度に調査した結果、空き家屋と
判定されたものは 322 軒。そのうち、立ち
入りできなかったもの 99 軒を除く 223 軒の
分類は次のとおりであった。
　　　　　　　　　　調査によると、利用可
　　　　　　　　　能な空き家のうち、売却
　　　　　　　　　や貸家を考えているのは
　　　　　　　　　15 件。町では今年度中
　　　　　　　　　に空き家バンクを設置
し、空き家の再利用を推進する考え。なお、
この調査では危険建物の判定は行っていない
が、これらの解体費用の補助を要望する声が
よせられているという。

空き家調査結果

良　　好　 76
要 修 繕　100
利用不能　 47

　家が建っている土地の一定面積部分は固定資産税が
通常の 1/6、1/3 になっている。住宅を壊し、更地に
するとその適用がなくなるので、建物と土地を合わせ
た固定資産税より上がることがある。
（詳しくは、町民課 43－ 2114 へ）

住宅地の税金は安い？

今年度中にウォーキングマップ作成今年度中にウォーキングマップ作成
　町は、観光事業の一環として、ウォーキン
グマップ作成を観光協会に委託した。コース
によって消費カロリーを表示するなど、健康
面に配慮するという。
　また、八溝山周辺地域定住自立圏（栃木・
茨城・福島県の８市町）共催の名所を仮想の
旅で巡りながら楽しめるスマートフォンを
使ったウォーキングイベントも開催中。

塙町議会の「今」をお知らせ
　　塙町議会ではホームページやフェイスブックで活動状況をお知らせしています。

塙町議会で　　　　　　　　検索

県内 40町村 249 人が参加した広報研修会

平成 25年に完成した塙第1水源浄水場施設で

？

住宅地 税

一口メモ一口メモ

　町内に空き家を所有し、賃貸または売買を希望す
る所有者からの申し込みにより物件情報を登録し、
ホームページ等で公開するもの。

空き家バンクとは？？

一口メモ



議会だより議会だより議会だより

　

広
報
常
任
委
員
会
で
は
、「
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
、
町
民
参
加
型
」

議
会
広
報
の
発
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
紙
面
づ
く
り
に
多
く
の
方

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
置
し
、
新
た

に
８
人
の
方
に
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
一
年
で
、

年
四
回
発
行
す
る
議
会
だ
よ
り
へ
の
意
見
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

４
月
12
日
に
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
の
考
え
方
な

ど
説
明
の
後
、
各
モ
ニ
タ
ー
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
同
席
し
た
広
報
常
任
委

員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

荒
川　

紘　

さ
ん（
常
世
中
野
）

有
坂　

麻
美
さ
ん（
台
宿
）

遠
藤　

勢
子
さ
ん（
板
庭
）

小
林　

静
子
さ
ん（
上
渋
井)

近
藤　

文
男
さ
ん（
常
世
北
野
）

鈴
木　

孝
儀
さ
ん（
伊
香
）

戸
井
田
尙
子
さ
ん（
塙
）

松
本　
　

修
さ
ん（
川
上
）

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご
意
見

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご
意
見

私もひとこと
委嘱されたモニターさん２人に議会だよりに
ついてご意見をいただきました。　　　　　

　

町
議
会
で
の
議
論
の
様
子

が
詳
し
く
わ
か
る
。
子
ど
も

た
ち
の
素
顔
や
サ
ー
ク
ル
の

活
動
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
か
ら
町
に
民
主
主

義
が
育
つ
。
小
さ
な
町
の
よ

い
と
こ
ろ
だ
。
以
前
に
私
の

暮
ら
し
た
大
都
市
で
は
、
議

会
だ
よ
り
の
よ
う
な
市
民
交

流
の
た
め
の
冊
子
を
手
に
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
自
治

体
が
大
き
す
ぎ
る
の
は
良
く

な
い
。
で
も
塙
町
の
人
口
は

ち
ょ
っ
と
少
な
す
ぎ
る
。
も

う
少
し
増
え
た
ほ
う
が
よ

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
若
い

人
た
ち
が
子
供
を
育
て
や
す

い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
町

議
会
も
全
力
を
あ
げ
て
ほ
し

い
。

荒
川　

紘　

さ
ん

（
常
豊
地
区
）

　

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
二
年

目
に
な
り
ま
す
。
町
政
も
新

体
制
と
な
る
中
で
、
町
民
一

人
一
人
の
声
が
議
会
に
届

き
、
町
民
の
為
の
議
会
で
あ

る
事
、
そ
し
て
よ
り
住
み
易

い
町
へ
の
追
及
を
諦
め
な
い

町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
大
切
な
議
会
の
動

き
を
、
ま
ず
は
興
味
の
な
い

方
に
も
議
会
だ
よ
り
を
手
に

取
っ
て
頂
き
、読
む
こ
と
で
、

自
然
と
町
政
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
お

も
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
ど
な
た
に
も
分
か

り
易
く
親
し
み
の
あ
る
議
会
だ

よ
り
と
な
る
よ
う
任
期
満
了
ま

で
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

戸
井
田
尙
子
さ
ん

（
塙
地
区
）

モニター決まるモニター決まるモニター決まるモニター決まるモニター決まる

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご
意
見

文字の大きさや配置はよい。写真がもっとはっきりしている方がよりよい。
塙町、そして日本の将来を担う子供たちの写真は続けて欲しい。

対応　手にとっていただけるよう、見やすい表紙作りに努めます。

◎表紙

賛成と反対意見が載っているのはよい。ただ、賛成意見のなかで、賛成の理由
となる整備検討委員会の報告の内容が分からないのは不親切である。

対応　今後、関連する委員会等の内容は載せていきたい。

◎予算審議の論点

質問に対する答えが具体的ではないので、もう少し詳しく説明を書き込んだ
ほうがよいのでは。

対応　結果だけではなく、前後の答弁を含めて表現していきたい。

◎一般質問　

用語の意味が載っている点はよいが適切な配置にしてほしい。
追跡レポートをもっと増やしてほしい。
子育て世代の意見に耳を傾けて、今なにが本当に必要なのか意見交換してほしい。
医療問題や農業政策に力を入れてほしい。

◎その他

　

今
回
は
、議
会
だ
よ
り
１
３
４
号（
28
年
４
月
22
日
発
行
）に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

新新新

子
育
て
し
や
す
い
町
へ

子
育
て
し
や
す
い
町
へ

親
し
み
あ
る
議
会
だ
よ
り
を

親
し
み
あ
る
議
会
だ
よ
り
を

親
し
み
あ
る
議
会
だ
よ
り
を

子
育
て
し
や
す
い
町
へ
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発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
大
縄
武
夫

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

広報常任委員会
委 員 長　吉田　克則
副委員長　下重　義人
委　　員　鈴木　安次
委　　員　鈴木　　茂
委　　員　吉田　広明
委　　員　七宮　広樹

み ん な い き い き　VOL．29

皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：フラダンスサークル　アロハ・はなわ
代表者：神永　トクさん　TEL ４３－２８７０  

　

「
健
康
と
心
の
豊
か
さ
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

で
す
。
し
な
や
か
さ
の
中

に
も
軽
快
さ
が
光
る
腰
の

動
き
や
ス
テ
ッ
プ
・
・
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
に
は
、
な
ぜ

か
見
て
い
る
人
を
引
き
つ

け
る
不
思
議
な
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
動

作
に
は
ち
ゃ
ん
と
意
味
が

あ
る
の
で
、
動
作
や
流
れ

て
く
る
曲
の
歌
詞
の
意
味

を
よ
く
理
解
し
な
が
ら
踊

　

 

蝉
が
鳴
き
始
め
、
蛍
が
飛
び
か
う
こ
の
時

期
。
農
家
の
皆
様
に
は
、
田
植
え
も
終
わ
り
水

田
の
管
理
、
畦
の
草
刈
り
な
ど
に
励
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

６
月
の
塙
町
議
会
も
終
わ
り
ま
し
た
が
、
本

会
議
の
一
般
質
問
の
中
で
山
菜
（
た
ら
の
芽
、

コ
シ
ア
ブ
ラ
）
な
ど
は
、
放
射
能
検
査
の
結
果

が
ま
だ
販
売
停
止
段
階
と
の
町
の
答
弁
で
し

た
。
原
発
事
故
か
ら
５
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

ま
だ
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
来
年
こ
そ

は
、
春
そ
し
て
初
夏
の
味
覚
を
思
う
存
分
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
。

  

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま

す
が
、
皆
さ
ま
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意

く
だ
さ
い
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
重　

義
人

※議会会議録
は、図書館・
議会事務局、
またはホーム
ページでもご
覧になれます。

議
会
傍
聴
に　
　

お
い
で
く
だ
さ
い 

　

次
回
の
定
例
会
は
、

９
月
８
日
か
ら
開
会
さ

れ
る
予
定
で
す
。
氏
名

の
記
入
な
ど
簡
単
な

手
続
き
で
傍
聴
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

素敵なパウスカートとレイを身にまとって。青春真っ只中！

編 集 後 記

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
心
を
結

び
つ
け
る
素
晴
ら
し
い
出

会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
よ
。

　

サ
ー
ク
ル
の
仲
間
も
随

時
募
集
中
で
す
。
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。毎週金曜は練習日

あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

ハ
ワ
イ
の
風
を
感
じ
る
ひ
と
と
き


